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自学の手引き



自立的な「自学(家庭学習)」へ
自分の学習は自分でつくろう

毎日の家庭学習は、
自分のために、自分でつくる！

【ねらい】
〇学習習慣をつけながら、必要な学び、取り組みたい学びに思う
存分取り組むことで、学力の定着を図ります。

〇自分の学習を振り返り、学ぶ内容を選択し決定することで、自
分で自分の学びを調整する『学びの自己調整力』を育てます。

【方法】
〇毎日の家庭学習は、自分で学習内容や学習量を決める『自学』
に！(教科からの指定課題が出ることもあります)

〇自分の家庭学習を計画する『プランニングタイム』を毎日10分
間設定！

「これまでの学習」と「これからの学習」

自分から家庭学習に取
り組んだり、chromebook

を使った学習にも前向
きに取り組んでいるよ。

自分に合った方法で学
びたい。

どんな勉強をすればい
いか教えてほしい。

自分で学んだり、友達と
相談したりする時間が欲
しい。

これからの時代は、「不安定」「不
確実」「複雑」「不明確」で、未来が
どうなるかは予測しにくくなって
いる！
だから、どんな環境にも柔軟に適
応できるような問題解決能力が
必要！
新たな時代をつくる想像力もつ
けてほしい！生徒の皆さん

の思い

先生たち
の思い

現代社会
の思い

そ の た め に

出された課題に素直に取り組める東中生っ
てすごい！

自分で課題を見つけ、その解決方法もわか
るようになってほしい。

自分で頑張ることを決定して取り組めるよ
うになってほしい。



【学級担任や学年の先生たちで】
〇学習している教科のバランスをチ
ェックしながら、学習計画につい
てアドバイスします。

【教科担任の先生たちで】
〇担当する教科の学習内容や量につ
いてアドバイスします。

②【家庭で】自学に取り組もう！
〇教科で指定された課題に取り組む。
○自分で決定した学習に取り組む。
〇学習した内容を生活ノートに記録する。

生徒の皆さんの活動 先生たちの支援・サポート

①【学校で】プランニングタイムに自学の計画を
たてよう

〇1日の授業を振り返り、翌登校日の授業内容を確
認する。

〇家庭学習で行う学習内容を決定する。
※「自学の手引き」を参考にして考えたり、先生

に相談したりしましょう。

④係生徒や学級で本人へ返却

③【学校で】自学の提出
〇朝のうちに、各教科のかごに提出します。
〇教科係生徒は名簿に提出者をチェックします。
〇教科係生徒が教科担任に提出します。

〇自学の手引きを作成して、学習方
法の例を示します。

〇個別相談に乗り、一緒に自学内容
を考えます。

〇工夫された自学ノートを紹介して
友の学びから学ぶ機会をつくりま
す。

新しい家庭学習「自学」の方法

家庭学習の意義
〇学習習慣を定着させよう！
積み重ねに勝る才能なし。

〇学習内容定着のための必須活動！
なぜなら人間は忘れる生き物だから。

〇「わかる」って面白い！
明日の授業の理解を深めていこう。

〇「自立」した人に成長していこう！
自分を見つめ、自分で決める。

何のため
の家庭学
習なんだ
ろう？

ちがう…そうじゃないよ。

家庭学習の評価についてお話ししておきます。
皆さんは、「何のために」家庭学習をやるのか考えたことはありますか？東中の先生たちは、家庭学習の意
義を上のように考えています。これは、ほんの一例で、皆さんも家庭学習に取り組むことを通して、その意義
を自分なりにつくっていきましょう。
これまで、「提出しないと怒られるから」「提出しないと成績が下がってしまうから」という理由で、嫌々家庭
学習に取り組んでいた人もいるのではないでしょうか？学習は少し大変な部分もありますが、やった方がい
いことは誰もが知っています。将来の仕事もおそらく同じです。ちょっと大変なことを積み重ねていくと、その
分授業や学校生活(将来的に言えば仕事)が楽しくなってくるはずです。
家庭学習の提出率は、通知表などの成績評価に直接つながるものではありません。先生たちは、皆さんの家

庭学習をチェックしていきますが、それは学習サポートが目的です。先生たちは、学習事項を定着さ
せるための学習ステップが、その家庭学習の内容や量で十分かどうかを確認していきます。
皆さんは、自分の学力を定着させるための家庭学習を頑張っていきましょう。

家庭学習の評価について



【効果的な学習方法】

効果的な学習方法とは？

人間は忘れる生き物
だからこそ
「復習」が必要！

講義

読書

視聴覚

デモンストレーショ
ン

グループ討論

自ら体験する

他の人に教える

【ラーニングピラミッド】
アメリカ国立訓練研究所作成。長年の研究により、学習内容を定着さ
せる学習方法を明らかにした。
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【学習定着率】

『アウトプット』で
学習内容を定着させよう！

学習定着率が５０％を超える学習方
法と、越えない学習方法の違いは何
でしょうか？
定着率が５０％を超えない「講義」「
読書」「視聴覚」「デモンストレーション
」は、全て「見る」「読む」「聞く」という
形、すなわち「インプット」の学習方法
です。

効果的な学習方法を考える
ために、まずは「人間は誰もが
忘れる生き物」だということを
自覚しましょう。
学力を向上させるには、「ど
れだけ覚えているか」が重要な
のではありません。重要なのは
、記憶を呼び戻すために、「ど
れだけ復習するか」です。
復習量も大切ですが、復習の
方法、タイミングでその効果は
大きく変わります。どのような
学習方法が効果的なのかを見
ていきましょう。

それに対して、５０％を超
える「グループ討論」「自ら体
験する」「他の人に教える」で
は、「話す」「伝える」という
形、すなわち「アウトプット」
が加わります。このアウトプ
ットを取り入れた学習方法
を紹介します。



実践例
①覚えたい情報を何も見ないで書き出す
※ポイント１ 書きなぐりでOK
ポイント２ 覚えたいことを声に出しながら
ポイント３ 先生になったつもりで説明しながら

学習した内容を思い出すためのヒントが少なければ少ない
ほど、学習は定着すると言われています。だからまずは、ノ
ーヒントでチャレンジ！

②わかっていないところ、思い出せなかったことを教科書で
確認する
※①と②を繰り返してみよう。そして、一定日数をあけて、
同じことをやってみましょう

問題を
解く

人に教える

単語(語句)
カードを活用

①をちょっとアレンジすると・・・
・問題を解くでもOK！
・単語カード、用語カードを作成する。あとで見返すこともできます

学習するタイミングも重要！

・1日2、3教科に取り組むことを目安にしましょう！そうすれば、2日もしくは3

日のペースで各教科の学習が進みます。

例）4/10 国語・数学・英語→4/11 社会・理科・数学→4/12国語・英語・理科

・同じ内容を復習する場合は、1日～1週間は間隔をあけよう！

・同じ内容でも1度にまとめてやるよりも、数日間に分散した方が定着率アップ！

〇アウトプットを取り入れた学習方法



各教科の学習方法

教
科

基礎編 応用編

国
語

Ａ その日授業で学習した部分の教科書を音読し、す
らすら読めるようにする。

Ｂ その日授業で学習した範囲の漢字を読めるように
練習したり、漢字練習教材（Ｅ漢字など）を使い、下
の学年の読み書きを練習したりする。また、わから
ない語句の意味を辞書で調べて、ノートに書く。

Ｃ その日授業で学習した範囲をワークブックや文法
教材（すらすら基本文法など）を解いて復習する。
答え合わせを必ず行い、解説を読む。【指定課題と
することがあります。】

Ａ その日授業で学習したノートを見直して、あらた
めてまとめ直してみる。

Ｂ 新聞の『斜面』を正しく書き写して、語句調べをし
たり感想を書いたりする。（信濃毎日新聞の専用
ノートが国語科にあります。希望者には配布しま
す。）

Ｃ ３年生：入試参考書（整理と対策）を解いたり、今
までに受けたテスト問題を解き直したりして、理
解が曖昧な部分を学習し直す。

社
会

A 教科書太字の用語の意味を、教科書本文や教科書
の後ろの方にある「さくいん」を参考にして内容を書
いてまとめる。また、その日に学習した内容や次に学
習する内容の範囲の教科書を読んでも良い。

B ワークのA問題を解く。その日に学習した範囲や、1
週間で学習した範囲を週末にやると良い。

C 授業では時間が足りなかった課題(レポート)などの
続きを家庭で取り組む。

A ワークのB問題、C問題に取り組む。答え合わせの
後、解説を理解するまで読み、その内容をメモする。

B 自分なりのまとめを作成する。地理や公民であれ
ば、地図や図を使って学習内容をまとめる。歴史
であれば、年表をつくるなど。1日で終わらせる必
要はないので、1週間～10日をかけて少しずつ進
めると良い。

C 予習。次に学習する範囲の教科書を読み、疑問点
などを見つけておく。それを基に授業にのぞむと、
深い学びにつながります。

歴史の年表作りは、
「①時代(西暦)」
「②出来事」
「③出来事の内容」
をまとめていくとOK
！

問題を解くだけでなく、自
分がわかっていなかった部
分を余白に書き出している
点がGOOD！

①時代(西暦) ②出来事 ③出来事の内容



教
科

基礎編 応用編

数
学

A 予習
教科書の例題を読み、基本の問題を解く。
B 復習
授業で学習した例題や問題をもう一度ノートに解き直し
たり、問題集のA問題を解いたりする。
C定着
間違えた問題や問題集のA問題を繰り返し解く。

A 予習
教科書の例題を解き、練習問題を進める。
B 復習
問題集のB問題や発展問題を繰り返し解く。
C 定着
テストの結果などから自分が苦手としている単元や
分野を見つけて復習したり、課題を見つけて追究した
りする。

英
語

Ａ その日授業に出てきた単語や本文の音を聞く。
⇨発音（＊文字を見て発音できるようにする）

Ｂ 言えるようになったら、意味を覚える。
C 単語や英文を見て、日本語に直せるか確認してから、
ノートに書く練習をする。

＊英語は読めなければ書くことができません。
A～Cを何度も繰り返しましょう。

Ａ その日授業で学習したノートやプリントを見直して、
まとめ直してみる。（英文を読めて、意味がわかっ
て、書けるか確認。）

B その日に学習した文法や単語を使って自分なりに
英作文を書いてみる。→先生に見てもらうことが
必要。

Ｃ ワークでその日に学んだ単元を解く。
３年生：入試参考書（新研究）を解いたり、今までに
受けたテスト問題を解き直したりして、理解が曖昧
な部分を学習し直す。

図を描いてイメージ
を作りながら問題を
解いています。

問題を解いた後の
ポイントがまとめら
れています。

問題を解いた後の自己採点
が正直にできています。



【保護者の皆様へ】
これまでの学力は、「どれだけ覚えているか」「どれだけの量をこな
したか」が重視される傾向にありました。これからも、その点が学力
において重要だということは変わりませんが、それに加え、「未知の
状況にも対応できる思考力・判断力・表現力」「学んだことを社会や
人生に生かそうとする学びに向かう力、人間性など」が全国で重視さ
れるようになっています。

長野市では、これを受けて、「自学自習の資質能力の伸長」を目指
しています。本校では、生徒が自ら学ぶ授業づくりに取り組んでまい
りました。今年度も引き続き、このような授業づくりに取り組み、「家庭
でも学習したくなるような授業」を心がけ、授業と家庭学習がつなが
るような学習指導をしていきます。「これが宿題です」というような教
科からの「指定課題」もありますが、自分で取り組む内容を選択、決
定する「自学」も加えて家庭学習に取り組めるようにしていきたいと思
います。そこで、特に次の点について、ご理解ご協力をいただきたい
と考えています。

〇学習内容や分量を、生徒自らが考えて選択します。家庭学習を

「やるか、やらないか」を選択するものではありません。家庭学習に
取り組むことを前提に考えています。

〇家庭学習の様子をあたたかく見守ってください。ご家庭で「今日は
どんな学習をするの？（したの？）」とお子様にお声がけいただけ
ると良いと思います。

(そろそろ
やらねば…)

理
科

A 教科書を中心に、重要語句、考え方、実験や観察の
意味を授業ノートや学習カードを使って振り返る。

B ワークの基本問題(A問題)を解く。その日に学習し
た範囲や単元を通して学習した範囲を適時行えると
良い。

C 週末などに課される学習した内容の活用課題（レ
ポート）を家庭で取り組む。

A ワークの応用問題に取り組む。答え合わせの後、解
説を理解するまで読み、答えの正誤以上にその考
え方を身につける。

B 自分の興味のある課題や事象について、自主的な
レポート作りを行う。

C 入試問題へのチャレンジ。
3年生だけでなく、1･2年生も既習範囲が出題さ
れている過去の入試問題にチャレンジ。


